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はじめに 〜病院紹介〜
岩井整形外科内科病院より脊
椎・関節に特化した分院

2015年7月21日品川区に

オープン

全国・海外の患者を対象

病床数60床

内視鏡を中心とした脊椎・関
節手術

平均在院日数：8日



オープンしてからの病棟運営

 病棟看護師22名のうち本院からの異動者が6名
新規採用16名

 経験年数5年以上のスタッフが⼤半を占める

 多くの看護師が⽴ち上げに希望を抱き臨む反⾯、

予想以上に苦慮する事も体験

看護師の意欲にも変化があり、結果によっては看護に影響
する事も懸念されるのでは

そこで開院前と開院３ヶ月での看護師の意欲の変化を知る
目的でアンケートを実施



方法・期間

＜方法＞
新病院で働く22名のスタッフの意識調査をアンケート⽤紙
にて実施

＜期間＞
平成27年11月4⽇〜11月13日

0〜10段階のスケールを使用
入職前・入職直後・開院3ヶ月後と3項目に分類



アンケート用紙
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アンケート結果

入職前 入職直後 開院３ヶ月



結果・考察

コミュニケーションが図れ、相談できる職場環境
により大きな意欲の低下はない

今までのキャリアを⽣かせないという不安は脊椎･
関節に特化している看護だからではないか

他では経験できないスキルがあることから、
学習意欲の高さは維持されている



まとめ

コミュニケーションを図り関係性を築くこ
とがやりがいにつながる

習得する意欲とやりがいの継続のため教
育・サポートシステムを具体化することが
課題



ご静聴ありがとうございました。


